
目
　
　
　
　
　
次

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

平成14年10月 1日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

公
安
委
員
会
規
則

◯
刑
事
訴
訟
法
第
百
八
十
九
条
第
一
項
お
よ
び
第
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
く
司
法
警
察
員

等
の
指
定
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
〇
・
警
務
課
）

１

秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
1
0
号

刑
事
訴
訟
法
第
1
8
9
条
第
１
項
お
よ
び
第
1
9
9
条
第
２
項
の
規
定
に
基
く
司
法
警
察
員
等
の
指
定

に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
1
4
年
1
0
月
１
日

秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
大
　
渕
　
宏
　
道
　

刑
事
訴
訟
法
第
1
8
9
条
第
１
項
お
よ
び
第
1
9
9
条
第
２
項
の
規
定
に
基
く
司
法
警
察
員
等
の

指
定
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
刑
事
訴
訟
法
第
1
8
9
条
第
１
項
お
よ
び
第
1
9
9
条
第
２
項
の
規
定
に
基
く
司
法
警
察
員
等
の
指

定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
１
条
刑
事
訴
訟
法
第
1
8
9
条
第
１
項
お
よ
び
第
1
9
9
条
第
２
項
の
規
定
に
基
く
司
法
警
察
員
等

の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
2
9
年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
1
3
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
１
条
第
１
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
司
法
警
察
員
」
を
「
司
法
警
察
職
員
」
に
改
め

る
。第
３
条
を
削
る
。

第
４
条
中
「
前
３
条
」
を
「
前
２
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
３
条
と
す
る
。

様
式
を
削
る
。

（
没
収
保
全
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
２
条
没
収
保
全
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
４

年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
３
条
を
削
り
、
第
４
条
を
第
３
条
と
す
る
。

別
記
様
式
を
削
る
。

（
傍
受
令
状
の
請
求
及
び
傍
受
が
で
き
る
期
間
の
延
長
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
警
察

員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
３
条
傍
受
令
状
の
請
求
及
び
傍
受
が
で
き
る
期
間
の
延
長
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法

警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
1
2
年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
1
0
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
３
条
を
削
り
、
第
４
条
を
第
３
条
と
す
る
。

別
記
様
式
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会
規
則
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